





The Difficulty of Crossing Pedestrian Flow 
Field E却 eriment訂ldAvoidance Behavior Model 
佐野友紀，建部謙治
Tomonori SA1可0，Kenji TATEBE 
Ab自国.ct:This study is intended to巴valuatethe difficulty of crossing pedes凶組flow.In this 
paper， we analyzed the examinee who crossed pedestrian flow in large t巴rminalstation and 
established the n巴wmodel of crossing flow. The result of叩 alysisshows as fol!ows; 
The estimation of crossing has a close relation to出edensity of p巴destrianand it has two 
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図6:評価値散布図と平均のグラフ















































実験室 1800 → 900 →1350 →4EL._ 








































y= 1.2045Ln(x) + 4.307 
R2 = 0.9846 




群集密度[人/ぱ] 群集状態群衆内歩行者の分布 横断 衝突
まばらで不均一に分布
低密度 。-0.25 分散 する 容易 少ない
歩行者の塊の部分と隙 状態により 状態により
中密度 0.25-0.8 集塊 問の部分がある 異なる 異なる
群集がほぼ等間隔の密
高密度 0.8- 密集 集状態で分布する 困難 多い
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角度 軌跡変化 速度変化 軌跡変化 速度変化
180 あり あまりない あり あり
135 あり あまりない 大きくあり あまりない
90 あまりない あり あり あり
45 あまりない あり あり あり

































































.1 Vc • Vo I 
8r = cos.， I寸=コi士云了| ・…(1)
IIVc Ivp 1I 
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従来の建築計画においては、異なる方向への動線は分
離することが原則であったが、実際には交差を許容しな
ければならない場合も多くみられた。とこでは群集流を
通過する待の歩きにくさの視点を通して、動線の交差を
評価する方法を提案した。
5.2 今後の課題
歩きにくさは、人との衝突以外にその空間に到着する
までの経験・履歴や、空間の見通しなど今回取り上げた物
理的指標以外の要素に関係する部分も残されている。と
のため、さらに違う観点からの研究の余地があると考え
られしる。
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